
 
     

 

 

 

 

 

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）は、近

年、生息地域の拡大とともに被害が多く発生し

ています。 

近年では、２０２０年産米で、管内の西南部

地域を中心に植付け時より、ジャンボタニシに

よる食害の被害が例年にない程の被害が多く

発生しました。１９８０年代に食用目的で日本

に導入されたスクミリンゴガイ（通称ジャンボ

タニシ）は野生化し、基本的に柔らかい葉を好

んで食べ、移植直後のイネで食害による欠株の

被害が発生します。 

被害状況の特徴ですが、田植え後２０日までのイネが

柔らかい時期に集中しており、水温が高くなるほど活

動が活発になり被害が増加します。 

また、深水になる田面の低い箇所やマクラ周辺に被

害が目立ち、大型になるほど食害量は大きくなります。 

今年は、暖冬の影響により、越冬個体も多く、特に被

害が多発することが予想されます。 

毎年被害が発生するほ場では、移植直後に防除薬剤

の「スクミノン粒剤」を散布してください。「スクミノ

ン粒剤」の散布は、湛水状態で、ほ場の発生状況に応

じて、ほ場全面に均一散布、深水部分への局所的な散

布、額縁散布などを行ってください。また、確実な効

果を得るため散布後、少なくとも３～４日間は湛水状

態（水深３～５㎝）を保ち、魚類、甲殻類等に影響が

出ないよう７日間は落水、かけ流しはしないようにし

てください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ＪＡ京都中央 ２０２４年５月１３日  

 

 

被害を防ぐポイント ！ 

①広げない（越冬個体を少なく）②入れない（ほ場への侵入

を防ぐ） ③食べさせない（稲に寄り掛けさせない） 

※注意してください！ 

貝は、寄生虫を持っている場合がありますので、素手では触

れないようにしてください。卵塊（ピンク色）は、水中で呼

吸できないため水中に落とすだけで殺卵ができます。 



 

 


